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那須塩原市子育て世帯生活実態調査の概要について 

 

１ 調査の目的 

  那須塩原市内の子育て家庭における生活環境や経済状況等について実態調査を行い、

市の子育て家庭の貧困の状況等を把握し、今後の支援策を検討するため調査を実施し

ます。 

 

２ 実施主体 

 市子ども未来部子育て支援課 

 

３ 調査期間 

 令和元(2019)年６月上旬～６月下旬（調査期間は配布から２週間程度を予定） 

 

４ 調査の概要 

〇調査の対象（対象の学年における全数を対象） 

① ０歳児の保護者    約１，０００人 

   ② 小学５年生の児童   約１，０００人 

   ③ 小学５年生の保護者  約１，０００人 

   ④ 中学２年生の生徒   約１，０００人 

   ⑤ 中学２年生の保護者  約１，０００人 

   ※回収率：①については６０％、②～⑤については７０％を想定 

   ※児童・生徒の調査票と保護者の調査票は、調査票に付番し、親子でマッチング

できる手法をとります。 

 

  〇調査内容及び分析方法 

   調査内容については、別紙「調査票(案)」のとおり（全部で５種類） 

   内閣府より示されている「調査項目の具体的事例（別紙添付）」を参考に調査項目

を設定しております。 

実態調査を行う具体的な方向性として、「子どもの生活困難（貧困)」を以下の３つ

の要素に基づいて分類できるよう調査票を作成しております。 

 

【分類する要素】 

①低所得（厚労省の「国民生活基礎調査」から算出される基準未満の世帯） 

※国の指標で使用している算出方法 

②家計の状況（公共料金や家賃の滞納、食料・衣類を買えなかった経験など） 

③経済的理由による子どもの体験・所有物の不足（子どもの体験や所有物など） 

 

   前述の該当者について、 

〇生活困難層・・・困窮層＋周辺層 

（困窮層：２つ以上の要素に該当） 

（周辺層：いずれか１つの要素に該当） 

〇一般層・・・いずれの要素にも該当しない 

   に分類し、各区分及び世帯区分(ひとり親世帯など)をベースに分析を行います。 
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５ 調査票の発送及び回収について 

 

  【０歳児の保護者用】 

   郵送にて調査票一式(※1)を発送し、同封する返信用封筒により返送 

    ※１…調査票一式：調査について案内通知 

             外国人用相談窓口案内通知 

調査票（Ａ４版） 

調査票の封入用封筒（１通） 

返信用封筒（１通） 

 

  【小中学生及びその保護者用】 

①調査票一式(※2)を個別に封入された状態で各小中学校に人数分配布 

            ↓ 

   ②各小中学校において、対象の学年にて、その調査票一式(※2)を配布 

（封筒に個別名は記載されていないため、機械的に配布を行う） 

            ↓ 

   ③対象者が記載後、児童及び保護者が各々個別封入用封筒に封入封緘した上で、

それらを返信用の封筒に封入封緘し、市子育て支援課に送付して回収 

    ※２…調査票一式：調査について案内通知 

             外国人用相談窓口案内通知 

児童・生徒用の調査票（Ａ４版） 

児童・生徒用調査票の封入用封筒（１通） 

保護者用の調査票（Ａ４版） 

保護者用調査票の封入用封筒（１通） 

返信用封筒（１通） 

 

６ 勧奨通知の発送について 

  【０歳児の保護者用】 

   郵送にて対象者全員へ勧奨通知を発出 

  【小中学生及びその保護者用】 

   各小中学校を通じて、対象者全員へ勧奨通知を配布 

 

７ 調査結果の活用について 

  本調査結果により、本市における子どもの貧困の状況及び支援ニーズを把握すると

ともに、現在策定を行っている第２期那須塩原市子ども子育て未来プランに、本調査

結果及び、調査結果を踏まえた今後の支援施策等を盛り込む予定。 

 

【添付資料】 

a.那須塩原市子育て世帯生活実態調査（小学５年生・中学２年生保護者用） 

b.那須塩原市子育て世帯生活実態調査（中学２年生用） 

※０歳児の保護者及び小学５年生用の調査票については、添付した２種類の調査票と

内容が大きく変わらないため、この２種類の調査票を調査項目等の参考資料として

添付しております。 


